プログラム言語論Ⅱ 第1回レポート課題

プリントの3章以降 (12月中に授業で進んだ範囲まで)の「練習」から 2問以上を選んで、プログラムを作成し提出せよ。

· 配点は 20点だが、優秀な解答にはさらにボーナス点を加えることもある。

· 最大の採点基準はオリジナリティである。同じ解答 (プログラム)が複数あった場合は減点する。 (たとえ偶然の一致でも減点となるので注意すること。自由度の高い問題を選択し、偶然には一致しにくいような解答を考えるか、あるいは多数の解答を考える必要がある。)

プログラム中にはできるだけコメントも多く入れること。

· 作成したJavaのソース(.java)ファイル、クラス(.class)ファイル、HTMLファイルなどはすべてG:\Report\K_Kagawa\ProgLang\Report1\(学籍番号) にオンライン提出すること。

· appletviewerで実行できる事を必ず確認しておくこと。

· 実行に必要なすべてのファイルをコピーしておくこと。

· 同時に、ソースコード、実行中の画面のハードコピーをWord文書にまとめて、A4用紙に印刷したものも提出すること。

· A4用紙以外は受理しない。

· 学籍番号と名前を1ページ目に記入すること。

· どの問題を選択したかがすぐわかるようにすること。また、オンライン提出したファイルの名前がすぐわかるようにすること。

· ソースコードにはできるだけ等幅のフォント (Courier Newなど)を用いること。 

· 最後にレポートの感想や、授業の感想、授業への要望なども書くこと。

· 返却しないので、必ず自分用のコピーを取っておくこと。

以上の注意が守られていれば、レポート自体はごく短いもので良い。

· 提出期限は冬休み前 (12月 24日 午後 5時) まで。(4年生以上で、卒業論文･卒業レポートを執筆中の場合は遅れても良いが、提出期限までにその旨申し出ること。)

